









をしめると言われ 2 ），受傷原因の 6 ～ 8 割は
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52%の23校であった。（図 3 ， ₄ ）
図 ₁ 　初回脱臼後の固定方法の割合
図 ₂ 　初回脱臼後の固定方法の割合
























































3 ）Headey.J.et al: The epidemiology of shoulder 







図 ₄ 　 タックルフォーム確認を含むアスレチックリハ
ビリテーション実施の有無
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